
「ヘルメットスポーツ」の普及促進プロジェクト
～ヘルメット着用意識の向上をめざす新たなコミュニティの創出と活用～

【新潟市を含む新潟県全体の地域課題】
令和元年〜令和５年の間で2,000件以上

の⾃転⾞事故が発⽣（新潟県警、2023）。
しかし、⾃転⾞乗⾞時のヘルメット着⽤率
が2023年は全国最下位、2024年は44位と
低迷し、深刻な地域課題となっている。

【新潟市における個別の地域課題】
若年層の県外流出と少⼦⾼齢化に伴う

⼈⼝減少のほか、地域の付加価値が上がら
ない状況などが問題視されている。

→県⼈⼝の36%以上を占める新潟市を起点としながら、段階的に新潟県全体を
巻き込んだアクションへと拡⼤・発展させていくことを想定。

【期待される効果】
l 「ヘルメットスポーツ」という新たなジャンル（視点や枠組み）が⽣まれることに
よって、地域内における新たなコミュニティ（⼈や組織のつながり）が創出される。

l 「新潟市⺠のヘルメット着⽤意識の向上」という共通課題の解決をテーマとした、
これまでにはなかった連携・協働の機会が、地域内で継続的に⽣み出されていく。

⾃転⾞競技（トラック、ロード、BMXなど）
野球、アメリカンフットボール、
アイスホッケー、⾺術競技（乗⾺）、
アーバンスポーツ（スケートボードなど）、
スノーボード、マリンスポーツなど

「ヘルメットスポーツ」：ヘルメットを着⽤して⾏うスポーツ

ヘルメットを使⽤する
競技を⼀括りにするよう
な視点や枠組みは存在
してこなかった

（新潟⽇報 2023年9⽉23⽇ 朝刊）

ヘルメットを使⽤する競技を「ヘルメットスポーツ」という
新たなジャンルとして再編し、これらの普及促進を⽬指す！！
→「楽しみながら」「能動的に」ヘルメットを着⽤する機会を創出していく中で、
ヘルメット着⽤に対する意識向上とスポーツ・健康まちづくりを通じた地域の
魅⼒向上の同時実現をめざす。



新潟市内のスポーツ資源（スポーツ施設、スポーツ組織・団体）を活⽤した「ヘルメットスポーツ体験会」を継続的に実施。
→各体験会では、選⼿・コーチによるヘルメット着⽤の重要性に関する講義、新潟県警・新潟市によるヘルメット着⽤に関するPR活動なども展開。

デンカビッグスワンスタジアム
および新潟市陸上競技場

未就学児や⼩学⽣を対象としたストライダー
やアメリカンフットボールなど

HARD OFF ECOスタジアム新潟
オイシックス新潟アルビレックスBCによる
野球の体験会など

AIRMANスケートパーク
アーバンスポーツ（スケートボードなど）

MGC三菱ガス化学アリーナ
アイスホッケーやスケートなど

新潟競⾺場
⾺術競技・乗⾺など
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サイクリングイベントやローラースキーなど

※その他、新潟市内の公園施設や⾃然環境を活⽤
すれば、雪合戦やソリ滑り、マリンスポーツなど
といった新潟らしい企画も開催可能。

【ヘルメットスポーツ体験会の企画案】

シェアサイクルで使⽤する⾃転⾞への広告掲出（「にいがた２㎞」魅⼒向上事業との連動）、さらには新潟市役所や新潟駅構内、新潟市内の
公共スポーツ施設や教育機関におけるチラシ配布などを通じて、新潟市⺠の体験会イベントに対する認知度の向上と参加促進を図っていく。

【体験会のプロモーションに関する具体的なアイデア】

→各スポーツ組織・団体（各種競技連盟およびプロスポーツクラブなど）のネットワーキング
や年間スケジュールの作成については、新潟県スポーツ協会や新潟市などの協⼒を得る。

【新潟市内における「ヘルメットスポーツ」をキーワードにした連携・協働機会の創出】

新潟競⾺場
新潟市陸上競技場

デンカビッグスワンスタジアム

HARD OFF ECOスタジアム新潟
MGC三菱ガス化学アイスアリーナ

AIRMANスケートパーク

⻄海岸公園


